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3 月 21～22 日、「第 18 回青年女性役員研修会」に総勢３３名が参画しました。今年度のテー

マは「労働組合の政治との関わり」を掲げ、北海道から九州までグループ労組を含めた全国の青年

女性役員の仲間と共に学び、語り合い、現状を正しく理解・認識していく目的で開催されました。 

初日、ＪＲ連合基本組織3名からご講義を賜りました。 

中村交通政策部長から政策活動についてお話しいただき、

ＪＲ連合が取組む政策活動の現状や具体的な活動内容を知

ることができました。中山組織・政治部長から政治につい

てお話しいただき、私たちが納める税金の使途などに触れ

ながら政治活動に参画することの重要性を説いていただき

ました。最後に松岡会長からＪＲ連合運動の歴史と、今年

実施される統一地方選挙ならびに参議院議員選挙での推薦

候補の必勝に向けた協力を青年女性組合員に訴えました。 

 

 

 

2 日目、政治への関心を高めるため、国会議事堂を見学し、その歴史や仕組みを学習しました。

見学後は、ＪＲ連合「21世紀の鉄道を考える議員フォーラム」所属の川合孝典参議院議員にご参加

いただき特別講義を賜りました。川合議員は、労働組合（ＵＡゼンセン）の役員出身であるため、

労働者と同じ目線で活動されており、私たちＪＲ連合青年・女性委員会の役員にとって非常に身近

な存在に感じました。労働組合に参画するようになったきっかけや、会社と交渉を行う際の向き合

い方、仲間の大切さについて熱く語っていただきました。その後の意見交換では、組合役員として

の実体験を踏まえ、参加者の質疑に丁寧に答えていただきました。今回の意見交換でＪＲ各社の諸

課題の解決、政策活動を推し進めるためには各方面で活躍されている議員のみなさんとの連携が欠

かせないことを再認識するとともに、政治・政策への関心を高める大変有意義な研修となりました。 

 

 

つなぐ！つながる！『仲間の環』 明るい未来をきり拓こう！ 
仲間の環を広げ ともに未来をきり拓こう！ 


